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｢還付金がある｣などと言われ、多くの区民が大金や個人情報をだまし取られています！区役所や警察など、行政機関
を名乗る電話には注意してください。必ず代表電話(江東区役所☎3647-9111)に確認を！▢問 危機管理課防犯担当☎

3647-4399、℻3647-9651

江東区の職員を名乗る
詐欺の電話に注意

11月度セミナー 参加者募集

｢エゴグラム(性格診断)を活用した職場でのコミュニケーシ
ョン力アップ講座｣を開催します。性格の型や特徴を知ること
で、自分や相手の個性が理解でき、社会人として身につけたい
コミュニケーション力や信頼関係の構築に役立ちます。｢相手
のことが理解できるようになりたい｣、｢人間関係をより良くし
たい｣という方は、ぜひご参加ください▢時 ▢内 下表のとおり
▢場 こうとう若者・女性しごとセンター(亀戸2-19-1カメリア
プラザ9階)▢費 無料▢申 10／15(火)9：30から電話またはファク
スに氏名・連絡先・受講希望テーマを記入し、こうとう若者・
女性しごとセンターへ☎5836-5160、℻3637-2351 ▢HP https:
//koto-shigoto.jp/

こ
ど
も
へ
の
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
が

後
を
絶
た
な
い
今
︑
虐
待
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
︒

こ
ど
も
へ
の
虐
待
の
背
後
に
は
︑

家
庭
内
で
の
Ｄ
Ｖ
や
貧
困
︑
社
会
的

孤
立
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
︒

虐
待
は
こ
ど
も
だ
け
で
は
な
く
︑

家
族
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
を
知
り
︑

私
た
ち
に
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

▢時

月

日
︵
日
︶午
後
�
時
～
�

11

24

時

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
�
階
第
�
・
�
研
修
室
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
パ
ル
シ
テ
ィ
江
東
内
︶
▢人

22

私
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︑
テ

レ
ビ
︑
本
な
ど
か
ら
の
情
報
に
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
︒
日
常
生
活
の
中

で
自
然
と
目
や
耳
に
入
る
Ｃ
Ｍ
に
よ

っ
て
︑
無
意
識
の
う
ち
に
女
性
像
・

男
性
像
を
作
り
あ
げ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
︒

日
ご
ろ
見
聞
き
し
て
い
る
Ｃ
Ｍ
を

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
読
み
解
く
こ
と

で
︑
上
手
に
情
報
と
つ
き
あ
う
方
法

を
ワ
ー
ク
を
通
し
て
学
び
ま
し
ょ
う
︒

▢時

月

日
︵
土
・
祝
︶
午
後
�

11

23

時
～
�
時

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
�
階
第
�
・
�
研
修
室

︵
扇
橋
�
︱

︱

�
パ
ル
シ
テ
ィ
江

22

東
内
︶
▢人

人
︵
申
込
順
︶
▢費
無

30

料

▢師
田
中
東
子
︵
大
妻
女
子
大
学

文
学
部
教
授
︶
▢保
幼
児
︵
�
歳
�

か
月
～
就
学
前
︶

人
程
度
︵
無
料

10

・
申
込
時
要
予
約
︶

▢申

月

日
︵
火
︶
午
前
�
時
か

10

15

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
※
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

男
性
向
け
の
筋
力
向
上
運
動
教
室

で
す
︒
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た
め
の
方
法
や
知

識
を
学
び
︑
教
室
終
了
後
も
継
続
的

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
︒

▢時

▢場
下
表
の
と
お
り

▢人

歳
65

以
上
の
区
民
で
介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
男
性
の
方

人
︵
申

20

込
順
︶
▢費
無
料

▢申

月

日
︵
月
︶
か
ら
電
話
で

10

21

下
表
の
申
込
先

江
東
区
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
小
規

模
多
機
能
連
絡
会
で
は
︑
地
域
住
民
︑

専
門
職
等
︑
誰
も
が
参
加
で
き
る
認

知
症
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
訓
練
を
開
催
し

ま
す
︒

携
帯
電
話
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
捜
索
手
段
を
用

い
て
模
擬
訓
練
を
行
い
ま
す
︒
今
回

は
中
央
区
の
皆
さ
ん
も
訓
練
に
参
加

し
ま
す
︒

認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
目
指

し
て
訓
練
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
︒

▢時

月
�
日
︵
土
︶
午
前
�
時
半

11

～
午
後
�
時
半

▢場
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

階
研
修
室
︵
東
陽
�
︱

�
︱

︶
※

17

模
擬
訓
練
は
木
場
公
園
で
実
施

▢人

分
程
度
地
域
を
歩
行
可
能
な

50

方

人
︵
申
込
順
︶
▢費
無
料

30▢締

月

日
︵
火
・
祝
︶
※
定
員

10

22

に
な
り
し
だ
い
終
了

▢申

月

日
︵
火
︶
か
ら
電
話
で

10

15

連
絡
会
運
営
本
部
︵
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ

ー
ム
内
︶︵
午
前
�
時
～
午
後
�
時
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢問
地
域
ケ
ア
推
進
課
地
域
ケ
ア
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

平
成

年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

14

﹁
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基

本
計
画
﹂
の
第
�
章
に
﹁
す
べ
て

の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
︑
相

互
に
共
存
し
得
る
平
和
で
豊
か
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
︑
国

民
一
人
一
人
の
人
権
尊
重
の
精
神

の
涵
養
︵
か
ん
よ
う
※
ゆ
っ
く
り

養
成
し
て
い
く
こ
と
︶
を
図
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
︑
そ
の
た
め

に
行
わ
れ
る
人
権
教
育
・
啓
発
の

重
要
性
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
を
ど

ん
な
に
強
調
し
て
も
し
過
ぎ
る
こ

と
は
な
い
﹂
と
あ
り
ま
す
︒

人
権
尊
重
の
精
神
を
育
む
た
め

に
︑
人
権
教
育
・
啓
発
は
重
要
で

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

変
化
し
て
い
く
人
権
課
題

私
た
ち
の
社
会
は
︑
著
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
︒

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
利
用
し
た
誹
謗
中
傷
等
が
増
加

し
︑
こ
ど
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
︑
高
齢
化
が
進
む
こ

と
に
よ
り
︑
介
護
施
設
や
家
族
等

に
よ
る
高
齢
者
へ
の
人
権
侵
害
が
︑

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
︒

こ
の
よ
う
に
︑
人
権
課
題
は
私

た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に
あ
り
︑

社
会
の
変
化
に
よ
り
︑
新
し
い
課

題
と
な
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
︒

理
解
さ
れ
に
く
い
人
権
課
題

人
権
課
題
の
中
に
は
︑
周
囲
の

人
々
に
正
し
い
知
識
や
理
解
が
な

い
た
め
に
︑
偏
見
や
差
別
を
受
け

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

例
え
ば
︑
発
達
障
害
の
あ
る
人

は
︑
言
動
な
ど
が
誤
解
さ
れ
︑
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
差
別
的
扱
い
を

受
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
︑
日
常

生
活
で
は
ほ
と
ん
ど
感
染
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
職
場
・
医

療
現
場
等
で
偏
見
や
差
別
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

偏
見
や
差
別
を
解
消
す
る
た
め

に
は
︑
正
し
い
知
識
と
理
解
が
必

要
で
あ
り
︑
ま
た
︑
自
分
の
人
権

と
同
様
に
他
人
の
人
権
を
尊
重
す

る
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
認
め
合

う
心
を
持
つ
こ
と
が
︑
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

繰
り
返
し
学
び
ま
し
ょ
う

正
し
い
知
識
と
理
解
を
定
着
さ

せ
る
た
め
に
は
︑
繰
り
返
し
学
ぶ

こ
と
が
効
果
的
で
す
︒

月

日
︵
土
︶
・

日
︵
日
︶

10

19

20

に
は
︑
木
場
公
園
で
江
東
区
民
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
︒
人
権
ふ

れ
あ
い
ラ
ン
ド
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
︑
一
緒
に
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢問
人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

～
人
権
を
学
ぶ
重
要
性
に
つ
い
て
～

3

申込先

グランパース亀
戸フィットネス
ルーム
(亀戸7-39-11)

男性のための
トレーニング
プログラム

場所プログラム名

11／27〜令和2
年3／18の水曜
(令和2年1／1を
除く全16回)
10：00〜11：30

実施日時

亀戸ふれあい
センター
(平日9：00〜
17：00)
☎5609-8822、
℻5609-8821

職場で求められるOAスキルチェック
講座Word編

テーマ

※初めて当センターをご利用の場合には、センターの利用登録が必要にな
ります。
※すべての講座で、受講が初めての方を優先し、申込順。1度に3講座まで予
約可。
※OAスキルチェック講座のみ、受付期間は10／19(土)までで、抽選(当選者
にのみ10／24(木)までに電話連絡)。

魅力が伝わる！受かる応募書類のた
めのワンポイント講座

どなた
でも11／6(水)13：30〜15：30

32人

どなた
でも11／28(木)10：00〜12：00

どなた
でも

女性11／6(水)10：00〜12：00

11／26(火)10：00〜12：00

対象日程

女性11／12(火)10：00〜12：00

より良い人間関係をつくるï褒め力ñ
上達レッスン18人女性11／14(木)10：00〜12：00

ライフイベントや夢をかなえるため
のマネープラン講座32人どなた

でも

32人

10人

10人

定員

11／19(火)10：00〜12：00

準備しておけば大丈夫 面接で必ず
される質問対策講座

職場で求められるOAスキルチェック
講座Word編
職場で求められるOAスキルチェック
講座Excel編10人女性11／7(木)10：00〜12：00

職場で求められるOAスキルチェック
講座Excel編10人どなた

でも11／7(木)13：30〜15：30

エゴグラム(性格診断)を活用した職
場でのコミュニケーション力アップ
講座

32人

令
和
元
年
台
風
第

号
千
葉
県
災
害
義
援
金

受
付
中
！

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
ご
支
援
を

台
風

号
の
影
響
に
よ
り
︑
千
葉
県
で
は
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
︒
区
で
は
︑
被
災
さ
れ
た
現
地
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
の
義
援
金
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
︒
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
全
額
が
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
︒

﹇
区
役
所
で
の
受
付
﹈地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
︵
区
役
所
�
階

番
︶
へ
持
参
﹇
郵
便
振
替
で
の
受
付
﹈口
座
番
号
：
�
�
	
�
�
︱



︱

�
�
	
�

�



口
座
加
入
者
名
：
日
赤
令
和
元
年
台
風
第

号
千
葉
県
災
害
義
援
金
※
窓
口
取
扱
い
の
場
合
は
手
数
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
※
受
領
証
を
希

望
さ
れ
る
方
は
通
信
欄
に
﹁
受
領
証
希
望
﹂
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
※
そ
の
他
︑
銀
行
振
込
で
も
受
付
し
て
い
ま
す

▢締

月

日
︵
月
︶

詳
細
は
日
本
赤
十
字
社
お
よ
び
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い

▢問
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
江
東
区
地
区
︵
区
役
所
地
域
振
興
課
地
域

振
興
係
内
︶
☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�
︑
℻
(
�
�
�
�
)


�
�
	
︑
日
本
赤
十
字
社
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
部
☎
(
�
�
�
�
)
�
�


	

15

15

26

15

12

30

▢問
地
域
ケ
ア
推
進
課
地
域
ケ
ア
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

人
︵
申
込
順
︶
▢費
無
料

▢師
馬
場

30望
︵
弁
護
士
・
社
会
福
祉
士
︶
▢保

幼
児
︵
�
歳
�
か
月
～
就
学
前
︶
10

人
程
度
︵
無
料
・
申
込
時
要
予
約
︶

▢申

月

日
︵
火
︶
午
前
�
時
か

10

15

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
※
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▲江東区観光キャラクター
コトミちゃん

令和元年(2019年)10月11日江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

江東区こどもの虐待ホットライン

☎3646
サ ブ ロ ウ シ ロ ウ

-5481
ゴヨウハイチバン

［相談日］月〜土曜（年末年始(12／29〜1／3)・祝日除く）9：00〜18：00
［夜間・休日の緊急時］警察署☎110 児童相談所全国共通ダイヤル☎189

イチハヤク

※連絡は匿名でも行えます。虐待を�疑ったら�勇気を出してご連絡を

あなたの1本のお電話で
救われるこどもがいます

環境学習プログラム 11月

深まる秋の自然を感じよう！
▢時 ▢内 下表のとおり▢場 えこっくる江東(潮見1-29-7)ほか▢申 10／17
(木)9：00からえこっくる江東に電話または窓口で☎3644-7130、℻

3644-7135▢HP https://www.ekokkuru-koto.jp/※月曜は休館(祝日
の場合は翌平日)

社
会
福
祉
協
議
会
﹁
福
祉
の
つ
ど

い
﹂
で
は
︑
講
談
師
の
神
田
織
音
さ

ん
を
お
招
き
し
︑
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
︒
神
田
さ
ん
は
︑
講
談
と
い
う

話
芸
の
持
つ
力
を
活
か
し
︑
成
年
後

見
制
度
等
を
テ
ー
マ
に
全
国
各
地
で

セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま

す
︒今

回
は
︑
成
年
後
見
制
度
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
︑
ま
た
実
際
に
起

き
た
事
例
を
も
と
に
︑
ど
ん
な
と
き

に
成
年
後
見
制
度
が
必
要
な
の
か
を

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
︒

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
の
ご
参
考
に
︑
皆
さ
ん
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

▢時

月

日
︵
木
︶
午
後
�
時
半

11

21

～

▢場
深
川
江
戸
資
料
館
小
劇
場

︵
白
河
�
︱

�
︱

︶
28

▢人
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

人
︵
申

50

込
順
︶
▢費
無
料

▢師
神
田
織
音

▢申

月

日
︵
火
︶
か
ら
江
東
区

10

15

社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課
に
電
話
ま

た
は
窓
口
で☎

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

江
東
こ
ど
も
文
化
祭
は
﹁
交
流
﹂

を
テ
ー
マ
に
次
世
代
を
担
う
こ
ど
も

た
ち
が
集
ま
り
ま
す
︒
区
内
で
ダ
ン

ス
や
合
唱
︑
書
道
や
美
術
な
ど
の
文

化
芸
術
活
動
に
励
ん
で
い
る
こ
ど
も

た
ち
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露

し
ま
す
︒
舞
台
発
表
・
体
験
・
展
示

発
表
の
�
部
門
で
︑
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
活
動
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

体
験
の
申
込
︑
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢時

月

日
︵
日
︶
午
前

時
～

11

17

10

※
展
示
部
門
の
み

月

日
︵
火
︶

11

12

か
ら
開
催

▢内
こ
ど
も
の
た
め
の
お

茶
教
室
︑
ど
う
ぶ
つ
し
ょ
う
ぎ
︑
江

東
少
年
少
女
合
唱
団
体
験
レ
ッ
ス
ン
︑

こ
ど
も
マ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
な
ど

▢場

▢問
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

︵
東
陽
�
︱

︱

�
︶

11
☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
は
︑
高
齢
の

方
や
障
害
の
あ
る
方
︑
産
前
産
後
の

世
帯
な
ど
援
助
が
必
要
な
方
を
対
象

に
︑
家
事
や
介
護
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
協
力
会
員
︵
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
︶
を
募
集
し
て
い
ま
す
︒
協

力
会
員
と
し
て
ご
登
録
い
た
だ
き
︑

地
域
の
助
け
合
い
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
︒

﹇
活
動
内
容
お
よ
び
謝
礼
金
﹈

○
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
︵
食
事
の
支

度
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
物
代
行
な

ど
︶
�
時
間
�
�
�
円
ま
た
は
�

�
�
円

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
︵
車
い
す
・
外
出

等
の
介
助
︑
乳
幼
児
介
助
な
ど
︶

�
時
間
�
�
�
円
ま
た
は
�
︑
�

�
�
円

○
ち
ょ
こ
っ
と
サ
ー
ビ
ス
︵
電
池
や

電
球
の
交
換
・
体
調
不
良
時
の
買

物
代
行
等
︶
�
回
�
�
�
円
︵
30

分
以
内
︶

﹇
登
録
説
明
会
﹈
▢時

月

日
︵
木
︶

11

14

午
後
�
時
～
�
時
半

▢場
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
第
�

・
�
研
修
室
︵
森
下
�
︱

︱

︶

12

17

▢人

歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康

18

な
方

人
︵
申
込
順
︶
※
資
格
・
経

50

験
・
性
別
・
居
住
地
は
不
問

▢内
事
業
説
明
と
登
録
手
続
き

▢申

月

日
︵
金
︶
か
ら
電
話
で

10

18

江
東
区
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
サ
ー

ビ
ス
課

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

豊
洲
文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る

お
祭
り
と
し
て
︑
地
域
の
方
を
中
心

に
︑
近
隣
の
企
業
・
団
体
の
協
力
に

よ
る
体
験
教
室
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
︑

模
擬
店
︑
無
料
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
す
︒
当
日
参
加
可
能
な

催
し
ば
か
り
で
す
︒
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵

▢
h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
c
f.

HP

o
r.jp
/
to
y
o
su
/︶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

お
子
さ
ん
連
れ
で
も
大
人
だ
け
で
も

楽
し
め
ま
す
︒
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
︒

▢時

月

日
︵
土
︶
午
前

時
～

10

26

11

午
後
�
時
︑

日
︵
日
︶
午
前

時

27

10

～
午
後
�
時

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢場

▢問
豊
洲
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
豊

洲
�
︱

�
︱

豊
洲
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

18

タ
ー
内
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

び
ん
の
種
類

資
源
の
日
に
回
収
し
て
い
る
び

ん
に
は
︑
ビ
ー
ル
び
ん
な
ど
繰
り

返
し
使
え
る
び
ん
﹁
リ
タ
ー
ナ
ブ

ル
び
ん
︵
生
き
び
ん
︶
﹂
と
︑
一
度

だ
け
使
え
る
び
ん
﹁
ワ
ン
ウ
ェ
イ

び
ん
﹂
が
あ
り
ま
す
︒

び
ん
を
出
す
と
き
は
軽
く
す
す

ぎ
︑
キ
ャ
ッ
プ
類
は
素
材
ご
と
に

燃
や
す
ご
み
・
燃
や
さ
な
い
ご
み

に
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

①
中
間
処
理
施
設

回
収
さ
れ
た
び
ん
は
︑
中
間
処

理
施
設
で
︑
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん

を
抜
き
取
っ
て
か
ら
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
に
流
し
ま
す
︒
分
別
は
手
作

業
で
行
わ
れ
︑
高
所
に
設
置
さ
れ

た
作
業
場
所
か
ら
︑
色
ご
と
の
投

入
口
に
び
ん
を
投
げ
入
れ
ま
す
︒

落
下
の
衝
撃
で
び
ん
が
割
れ
る
こ

と
で
︑
運
搬
効
率
が
高
ま
り
ま
す
︒

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
に
つ
い
て

は
︑
洗
び
ん
工
場
に
運
ば
れ
︑
き

れ
い
に
洗
浄
し
た
あ
と
︑
び
ん
詰

め
工
場
で
再
び
中
身
を
詰
め
て
再

使
用
︵
リ
ユ
ー
ス
︶
さ
れ
ま
す
︒

②
カ
レ
ッ
ト
工
場

中
間
処
理
施
設
か
ら
運
ば
れ
た

び
ん
は
︑
工
場
で
粉
砕
し
破
片
に

し
ま
す
︒
こ
れ
を
カ
レ
ッ
ト
と
呼

び
︑
び
ん
な
ど
に
再
生
利
用
︵
リ

サ
イ
ク
ル
︶
さ
れ
る
た
め
の
原
料

と
な
り
ま
す
︒

③
再
生
工
場

カ
レ
ッ
ト
を
製
び
ん
工
場
に
運

び
︑
け
い
砂
や
石
灰
石
な
ど
の
天

然
素
材
と
混
ぜ
ま
す
︒
そ
れ
を
高

温
で
溶
か
し
て
︑
び
ん
の
型
に
流

し
︑
び
ん
を
生
産
し
ま
す
︒
カ
レ

ッ
ト
は
び
ん
だ
け
で
な
く
︑
グ
ラ

ス
ウ
ー
ル
︵
住
宅
用
断
熱
材
︶
な

ど
の
原
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま

す
︒▢問

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
清
掃
リ

サ
イ
ク
ル
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
� 4

び
ん
の
ゆ
く
え

11／20(水)
10：00〜
15：00

古布でつくろう素
敵な布ぞうり

※会場について特に記載のない講座は、えこっくる江東が会場です。
※同伴保護者1人が引率できるお子さんの人数は講座によって異なります。
※特に記載のない講座は、対象者以外の方(幼児等)の入室(参加)はできません。
※持ち物等詳細はお問い合わせいただくか、えこっくる江東ホームページをご覧ください。

牛乳パックで作る夜間自動点滅するソーラ
ーランタン、発電のしくみや活用について
学ぼう！

11／17(日)
13：30〜
15：30

ソーラー発電で
LEDの光を楽しも
う

仙台堀川公園で植物や鳥などの自然観察を
します。落ち葉や木の実を使った遊びも体
験します▢集 区役所正面母子像前［解散場
所］仙台堀川公園ポケットエコスペース(東
陽6-6地先)

11／24(日)
9：30〜
12：00

秋の公園で自然と
触れ合おう

えこっくる江東で｢干潟の生きもの｣の講義
後、新砂干潟に貸切バスで移動して、野鳥
や魚、カニなどの観察と環境保全活動をし
ます［集合・解散］えこっくる江東

11／9(土)
10：30〜
15：30

親子で新砂干潟観
察会

内容日程講座名

小学生15人(申込
順、小学2年生以下
は要保護者同伴、
幼児同伴可)

16歳以上の方18人
(申込順)

無料
紅葉した落ち葉の色や形を観察しよう。落
ち葉の切り絵遊びもします▢師 美濃又哲男
(樹木医)

11／23
(土・祝)
10：00〜
12：00

落ち葉の観察と切
り絵遊び

どなたでも30人
(申込順、小学3年
生以下は要保護者
同伴)

小学3年〜6年生15
人(申込順、要保
護者同伴)

小学生と保護者44
人(申込順、小学
生1人につき保護
者2人まで参加可)

無料

1人
1,400円

小学生
150円
保護者
300円

費用 対象

1,000円
自宅にある古布を利用して、肌に優しい布
ぞうりを作ります。

2歳児と保護者12
組(申込順、保護
者2人まで)

無料

施設内の小さな自然で落ち葉や木の実を探
したり、五感を使って楽しく秋の自然と触
れ合います▢師 西直人(リードクライム
(株))

11／19(火)
10：30〜
12：30

親子一緒にはじめ
ての自然遊び〜2
歳児クラス〜

16歳以上の方24人
(申込順)

600円

えこっくる江東の屋上庭園で栽培している
ハーブを使ってハーブワックスバー(火を
灯さない、香りを楽しむキャンドル)と、松
ぼっくりやハーブを飾ったミニリースを作
ります▢師 櫻田重美(環境カオリスタ)

11／21(木)
10：00〜
12：00

自然の恵みを活用
しようハーブワッ
クスバーとミニリ
ース作り

▶出来上がったカレットは色ごと
に保管されます。
砂山のように見えますが、1cm程
度の破片の集まりです。

ラベルはく離・洗浄 投入・破砕

風力・磁力・手選別

▼投入口は約10m下のコン
テナまでつながっており、
割れた状態で保管されます。

▲色ごとに指定された投入
口にびんを投げ入れます。

投入口




